
2023年（令令和5年）
5月1日日日（月）

5月月月号

・全全国の聖徒徒徒団を訪ねて（1面）
・おお題目の道道道を歩む（1面面）
・全全国の聖徒徒徒団で帰山山式（2面）
・日日蓮大聖人人人の歩まれたた道（3面）
・よよろこびちちゃゃんの質問問箱（4面）
・進進め！繋ががるる霊断師（55面）
・よよろこび法法法話（6面）
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誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の




















































る
。現

在
は
若
い
住
職
と
婦
人
会
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
毎
月
第
一

月
曜
の
盛
運
祈
願
会
、
星
祭
り
、

大
祭
、
施
餓
鬼
、
御
会
式
、
大
掃

除
等
の
様
々
な
年
中
行
事
が
催
さ

れ
て
い
る
。
行
事
の
前
後
に
挟
む

食
事
や
団
欒
は
憩
い
の
時
間
で
あ

り
、
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く

れ
る
檀
家
・
聖
徒
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
は
住
職
の
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
る
。

（
三
重
県

田
中
孝
典
通
信
員
）

さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
準
秘
宝

と
な
っ
て
い
る
本
堂
の
日
蓮
大
聖

人
の
仏
像
は
当
時
の
住
職
が
空
襲

の
中
を
抱
え
て
逃
げ
た
と
い
う
。

豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
仕
え
画

工
と
し
て
障
壁
画
、
天
井
画
の
名

作
を
残
し
た
狩
野
光
信
が
江
戸
城

か
ら
帰
る
道
中
に
桑
名
で
亡
く
な

り
、壽
量
寺
に
墓
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
の
墓
地
も
文
化
財
と
な
っ
て
い

室
町
時
代
、

当
時
は
天
台
宗

の
僧
侶
で
妙
蓮

寺
の
住
持
で
あ

り
、
後
に
身
延

山
第
十
二
世
と

な
る
円
教
院
日

意
上
人
は
、
身

延
山
第
十
一
世

行
学
院
日
朝
上

人
と
の
法
論
を

経
て
日
蓮
宗
へ

と
改
宗
し
た
。

比
叡
山
の
学
頭

龍
仙
副
団
長
と
同
級
生
で
す
。
ま

た
お
母
様
の
猪
俣
れ
い
こ
さ
ん
は

団
長
と
同
級
生
で
、
ご
縁
の
深
い

ご
家
族
で
す
。
そ
の
よ
う
な
ご
縁

も
あ
り
、
何
か
と
お
寺
を
頼
っ
て

く
だ
さ
り
、
こ
の
日
は
悠
さ
ん
の

お
子
さ
ん
で
あ
る
亜
美
ち
ゃ
ん
の

夜
泣
き
の
相
談
で
来
寺
さ
れ
ま
し

た
。夜

泣
き
に
限
ら
ず
子
育
て
の
悩

み
は
多
く
の
方
が
抱
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
僧
侶
は
お
話
を
聞
く

こ
と
は
出
来
ま
す
の
で
、
ひ
と
り

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

お
題
目
の
道
を
歩
む

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

を
務
め
て
い
た
日
意
上

人
の
改
宗
は
大
き
な
影

響
を
与
え
、
桑
名
に
天
台

宗
の
僧
兵
が
押
し
寄
せ

た
と
い
う
。

五
五
〇
年
以
上
の
歴

史
あ
る
壽
量
寺
は
多
く

の
文
化
財
を
有
し
て
い

る
。
桑
名
の
多
く
の
寺

院
は
大
空
襲
の
被
害
に

よ
り
宝
物
が
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
が
、
壽
量
寺
の
大
黒
殿

と
鐘
楼
は
難
を
逃
れ
た
。
現
在
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
寺
院
建
築

に
導
入
し
た
先
駆
け
と
し
て
有
形

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
蔵
の
中

に
あ
っ
た
宝
物
も
近
隣
住
民
の
消

火
活
動
に
よ
り
護
ら
れ
、
日
蓮
大

聖
人
御
真
筆
の
大
曼
荼
羅
御
本

尊
、
銅
磬
も
同
じ
く
文
化
財
と
し

て
現
在
は
桑
名
市
博
物
館
に
保
管

壽量寺の御宝前

〔
ア
ク
セ
ス
〕

桑
名
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
十
五
分

Ｊ
Ｒ
お
よ
び
近
鉄
桑
名
駅
よ

り
車
で
十
分

近
鉄
益
生
駅
よ
り
徒
歩
十
五

分

子
育
て
は
大
変

青
森
県
北
津
軽
郡

妙
法
寺
聖
徒
団
（
山
田
泰
仙
団
長
）

工
藤
悠
さ
ん（
左
）・
亜
美
ち
ゃ
ん（
中
）・
猪
俣
れ
い
こ
さ
ん（
右
）

三
重
県
桑
名
市

壽
量
寺
聖
徒
団
（
加
藤
英
慶
団
長
）

お堂の正面

で
悩
ま
ず
気
軽
に
お
寺
に
来
て
話

し
て
頂
き
、
一
緒
に
お
題
目
を
唱

え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
ご
家
族
に
は
虫
封
じ
の
ご

祈
祷
を
し
、
護
符
と
倶
生
神
月
守

を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
二
日
後

に
夜
泣
き
は
収
ま
っ
た
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。「
神
様
も
忙
し
い

か
ら
す
ぐ
に
は
来
ら
れ
な
い
か
ら

し
か
た
な
い
ね
」
と
言
っ
て
笑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
安
心
し
ま

し
た
。

（
青
森
県

山
田
瀧
仙
通
信
員
）

お
寺
の
催
事
に
参

列
し
て
く
だ
さ
る
ご

家
族
の
ご
紹
介
で

す
。
工
藤
悠
さ
ん
は

ご
結
婚
さ
れ
て
姓
が

変
わ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
の
あ
る
お
寺

家族で来寺します

お堂の側面
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若
松
正
伝
師
國
祷
会
並

任
務
完
遂
奉
告
式
を
奉
行

北
海
道

妙
心
寺
聖
徒
団
（
若
松
宏
泉
団
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ

り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
大
荒
行

堂
が
、
令
和
四
年
度
は
二
年
ぶ
り
に

再
開
さ
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し

薬
も
開
発
さ
れ
た
と
い
え
ど
、
い
ま

だ
終
息
さ
れ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
で
大
荒
行

堂
正
伝
師
を
務
め
た
の
が
、
北
海
道

妙
心
寺
聖
徒
団
の
若
松
宏
泉
団
長
で

あ
っ
た
。
正
伝
師
と
し
て
の
重
責
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
修
行
に
出
来
得
る
限
り
の
対
策
、

細
心
の
注
意
を
払
い
、
強
い
覚
悟
を

も
っ
て
臨
ん
だ
。
そ
の
覚
悟
と
信
念

の
基
に
取
り
組
む
姿
は
伝
師
部
へ
行

僧
へ
と
伝
播
し
、
総
和
を
顕
現
し
て

コ
ロ
ナ
の
終
息
、
世
界
の
平
和
、
国

土
の
安
穏
を
祈
り
、
二
月
十
日
の
成

満
の
時
を
無
事
に
迎
え
た
。

全
て
の
責
任
を
負
う
立
場
で
あ
る

が
ゆ
え
の
苦
し
み
も
、
倶
生
神
月
守

広
島
県
に
、
半
世
紀
ぶ
り
の

〝
修
法
師
範
〞
認
定

広
島
県
福
山
市

壽
泉
寺
聖
徒
団
（
根
師
哲
朗
団
長
）

二
月
十
二
日
、
広
島
県
福
山
市
壽

よ
ろ
こ
び
の
帰
山
奉
告
式

島
根
県
浜
田
市

龍
泉
寺
聖
徒
団
（
笹
部
一
眞
団
長
）

二
月
十
六
日
、
島
根
県
浜
田
市
龍

泉
寺
聖
徒
団
（
笹
部
一
眞
団
長
）
に

て
副
住
職
で
あ
る
笹
部
仁
史
副
団
長

の
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
第
初
行
帰
山
奉

告
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
参
詣
し
た力強い水行

初行成満の法楽加持

泉
寺
聖
徒
団
に
お
い
て
、
根
師
哲
朗

団
長
の
参
籠
成
満
国
祷
会
帰
山
奉
告

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。根
師
団
長
は
、

六
度
目
の
日
蓮
宗
大
荒
行
を
成
満
さ

れ
加
行
通
算
六
百
日
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、〝
修
法
師

範
〞
の
称
号
を
修
め
ら
れ
、

広
島
県
に
お
い
て
は
半
世
紀

以
上
ぶ
り
の
修
法
師
範
と
な

っ
た
。
根
師
団
長
は
、
六
人

の
行
僧
と
共
に
力
強
い
読
経

を
あ
げ
、
御
宝
前
に
参
籠
成

満
を
奉
告
し
た
。
続
い
て
全

国
修
法
師
会
連
合
会
会
長
吉

田
顕
嶺
上
人
よ
り
参
籠
成
満

の
許
證
が
授
与
さ
れ
、
師
範

認
定
書
を
宗
門
史
跡
常
國
寺

聖
徒
団
濱
田
壽
教
団
長
よ
り
、

お寺に入る若松団長

全
国
の
聖
徒
団
で
大
荒
行
堂
帰
山
奉
告
式

を
着
帯
し
、
檀
信
徒
の
寄
進
に
よ
る

袈
裟
衣
を
身
に
付
け
、
こ
れ
を
励
み

に
力
と
変
え
た
壱
百
日
で
あ
っ
た
。

三
月
五
日
、
懐
か
し
き
妙
心
寺
の

御
宝
前
に
於
い
て
國
祷
会
並
正
伝
師

任
務
完
遂
奉
告
式
が
奉
行
さ
れ
た
。

北
海
道
の
三
月
の

気
候
に
し
て
は
暖

か
く
晴
天
に
恵
ま

れ
た
こ
の
日
、
帰

山
を
待
ち
わ
び
た

寺
族
と
大
勢
の
檀

信
徒
に
迎
え
ら

れ
、
盛
大
に
営
ま

れ
た
國
祷
会
と
な
っ
た
。
法
華
経

お
題
目
を
弘
め
る
こ
と
を
改
め
て

誓
う
と
話
す
団
長
上
人
の
笑
顔
に

は
、
よ
ろ
こ
び
が
溢
れ
て
い
た
。

（
北
海
道
西
部

野
中
隆
謙
通

信
員
）

檀
信
徒
が
見
守
る
中
、
修
行
を
共
に

し
た
清
僧
六
名
と
迫
力
あ
る
水
行
を

行
い
、
力
強
い
読
経
の
声
が
堂
宇
に

響
い
た
。

笹
部
仁
史
師
は
「
無
事
成
満
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
修
行
中
は
大
変
な

事
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
行
だ
と
思
う
。
お
題
目
を
弘
め
る

た
め
、
修
法
、
霊
断
布
教
と
一
層
精

進
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

力強い修法を行う若松団長

修
了
証
を
広
島
県
修
法
師
会
会
長
西

嶋
崇
明
上
人
よ
り
授
与
さ
れ
た
。
広

島
県
宗
会
議
員
松
本
恵
行
上
人
か
ら

は
、
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
根
師
団
長
は
、
家
族
、
檀

信
徒
、
御
寺
院
方
に
感
謝
を
述
べ
ら

れ
、「
こ
れ
か
ら
は
荒
行
で
蓄
え
た

経
力
を
人
々
の
た
め
に
使
っ
て
参
り

ま
す
」
と
締
め
括
ら
れ
た
。
堂
内
に

は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
鳴
り
響

い
た
。

相
談
例
三
泊
四
日
の
海
外
旅
行
の
安
否

（
相
談
者
）
四
十
歳

男
性

会
社
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
始
め
、
旅
行
会
社
の
海
外
旅

行
広
告
も
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
久
し
く
行
っ

て
い
な
い
海
外
旅
行
へ
行
こ
う
と
思
う
が
や
は
り
万
が
一
海
外

で
の
コ
ロ
ナ
感
染
を
考
え
る
と
不
安
と
の
こ
と
。
行
き
先
は
韓

国
で
、
無
事
に
旅
行
で
き
る
か
ど
う
か
の
相
談
で
来
寺
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

無
事
に
問
題
な
く
旅
行
で
き
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
的
に
手
放
し
で
安

心
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

し
っ
か
り
と
準
備
し
て
、
旅
行
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
道
中

の
安
全
を
倶
生
神
さ
ま
に
祈
り
、
倶
生
神
月
守
を
身
に
着
け
て

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
結
果
﹈

帰
国
時
の
空
港
で
の
検
査
も
問
題
な
く
、
と
て
も
楽
し
い
旅

行
と
な
っ
た
。

家
運
業
運
金
融
縁
談
交
渉
取
引
選
挙

訴
訟
失
物
病
気
就
職
受
験
人
物
移
転

旅
行
企
画
な
ど

相
談
内
容

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。
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い
よ
い
よ
、
い
よ
い
よ
で
す
。
長

ら
く
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
遂
に
皆
さ
ん
が
日
頃
親
し
く

拝
読
を
さ
れ
て
い
る『
立
正
安
国
論
』

の
一
節
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
は
も
う
お
気
づ
き
と
思
い

ま
す
が
、
第
九
問
答
、
即
ち
終
盤
中

の
終
盤
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
中
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
よ
う
や
く
こ
の

お
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
こ
の
一
節
は
『
立
正
安

国
論
』
の
中
で
も
要
文
だ
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
故
に
私
た
ち
は
『
観
心
本

尊
抄
』
や
『
開
目
抄
』
と
並
び
、日
々

の
お
務
め
や
大
切
な
ご
法
要
で
こ
の

文
を
拝
読
す
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
改
め
て
、
主
人
の
言
葉

を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
あ
な
た
（
方
）
は
一
刻
も
早
く

邪
教
に
惑
わ
さ
れ
る
心
を
改
め
て
、

唯
一
無
二
の
実
大
乗
で
あ
る
『
法
華

経
』の〝
一
善
〞に
帰
命
す
べ
き
で
す
」

こ
こ
で
主
人
は
、「『
法
華
経
』
に
」

と
は
言
わ
ず
、「『
法
華
経
』
の
〝
一

善
に
〞
帰
せ
よ
」
と
主
張
し
ま
す
。

そ
の
本
意
は
、『
法
華
経
』
と
い
え

ど
も
、
た
だ
そ
の
経
典
自
体
を
後
生

大
事
に
敬
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
中

に
秘
め
ら
れ
た
本
佛
の
真
意
に
帰
せ

よ
と
言
う
の
で
す
。「
帰
せ
よ
」
と

は
「
帰
命
せ
よ
」
と
の
意
味
で
す
。

そ
れ
は
経
典
の
発
祥
で
あ
る
イ
ン
ド

の
言
葉
で
「
南
無
」
を
表
し
ま
す
。

つ
ま
り
「『
法
華
経
（
妙
法
蓮
華
経
）』

に
南
無
せ
よ
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

お
題
目
を
信
仰
の
要
と
し
な
さ
い
」

と
大
聖
人
は
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

大
聖
人
の
お
考
え
は
、
妙
法
蓮
華

経
と
は
た
だ
経
典
の
名
を
示
す
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
籠
め
ら
れ
た
本
佛

の
御
心
、本
佛
の
命
そ
の
も
の
で
す
。

し
か
も
そ
の
『
法
華
経
』
に
は
、
最

も
大
切
な
十
六
番
目
の
『
如
来
壽
量

品
』
を
中
心
と
し
て
、「
こ
の
命
は

た
だ
私
（
釈
迦
牟
尼
佛
）
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
遙
か
過
去
か
ら
無
限

の
未
来
に
亘
っ
て
受
け
継
が
れ
る
、

全
生
命
の
源
と
な
る
無
量
の
命
で
あ

る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

大
聖
人
の
示
さ
れ
る
お
題
目
の
信
仰

と
は
、
遙
か
遠
い
浄
土
や
実
在
も
確

認
出
来
な
い
佛
の
力
に
縋
る
の
で
は

な
く
、
己
の
内
に
秘
め
た
本
佛
の
命

に
帰
命
し
、
己
自
身
が
佛
と
な
り
な

さ
い
と
の
み
教
え
な
の
で
す
。

こ
れ
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
、
宗

派
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
唯
一
現
実
を
見
据
え

た
衆
生
救
済
の
方
法
で
す
。
よ
く
よ

く
考
え
て
下
さ
い
、
私
た
ち
に
と
っ

て
現
実
と
は
今
目
の
前
に
広
が
る
こ

第58回全国聖徒団結集身延大会
令和5年10月21日（土）・22日（日）

身延山でお会いしましょう！
※新型コロナウイルス感染状況により、内容を変更する場合がございます。
　随時、よろこびに掲載しますのでご確認ください。

三
月
十
五
日
、
十
六
日
の
二
日
間

に
渡
り
全
国
各
管
区
霊
断
師
会
会
長

（
理
事
）
が
参
集
し
、
第
十
一
回
代

表
者
会
議
（
第
六
十
三
回
理
事
会
）

が
名
古
屋
市
の
第
二
富
士
ホ
テ
ル
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
連
合
会
・
霊
断
院
の
各

部
の
令
和
四
年
度
の
事
業
と
決
算
報

告
の
審
議
の
の
ち
、
今
年
度
は
任
期

満
了
・
会
則
改
正
に
伴
う
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
職
員
の
選
出
が
行
わ

れ
た
。

審
議
の
結
果
、
大
塩
孝
信
会
長
が

再
任
と
な
り
「
こ
の
三
年
間
コ
ロ
ナ

禍
で
思
っ
た
活
動
が
出
来
な
か
っ

た
。
再
任
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
意
見

を
賜
り
な
が
ら
、
皆
で
共
に
連
合
会

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
合
会
の
発
展
が
宗
門
の
発
展
に
繋

が
っ
て
お
り
ま
す
。
総
和
を
目
指
し

第
十
一
回
代
表
者
会
議

（
第
六
十
三
回
理
事
会
）
開
催

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。」
と
新

た
な
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
事
業
と
予
算

等
の
重
要
議
案
の
審
議
、
連
合
会
各

部
の
新
部
長
・
新
部
員
の
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
地
道
で

は
あ
る
が
当
会
運
営
、
発
展
の
為
、

全
国
の
聖
徒
の
為
に
総
和
を
目
指
し

歩
ん
で
行
く
こ
と
を
誓
い
幕
を
閉
じ

た
。

の
世
界
以
外
に
は
な
く
、
実
在
と
は

今
命
を
携
え
こ
の
世
に
存
在
す
る
自

分
自
身
以
外
に
は
い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
を
お
い
て
他
に
何
の
救
い
が
あ

り
ま
し
ょ
う
、
ど
こ
に
浄
土
が
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
「
正
法
の
門

を
出
で
て
深
く
邪
法
の
獄
に
入
れ

り
」
と
は
、
虚
し
く
他
土
を
探
し
さ

ま
よ
い
続
け
る
愚
行
に
対
す
る
戒
め

な
の
で
す
。



⑷

相輪塔と釈尊像

　久遠寺大本堂の裏道、奥の院（思親閣）に歩いて向かう参詣道（表参道）である「上の山」地域の紹介です。
　先月号では大光坊境内の大黒堂を紹介いたしましたが、今回も境内に祀られている相輪塔と釈尊像のご紹介です。
　相輪塔とは、五重塔等から屋根を取り払い、最上層の相輪のみを残した仏塔の一種です。
　法華経を説かれたお釈迦様の供養塔になります。
　天明元年（1781）日蓮聖人五百遠忌の記念事業として、江戸雑司ヶ谷の法華信者・
金子家昌・直徳父子が本願主となり、祖師堂に於いて常経講を結成し、天下泰平を祈願
し法華経三万部のお経を読誦して、この地に建てられました。
　尚、この相輪塔は日光と比叡山、そしてこの身延山と、日本に三ヶ所建てられています。
平成24年（2012）山梨県指定有形文化財となりました。
　釈尊像は、お釈迦さまが霊鷲山において百日の御修行をされているお姿です。延宝５
年（1677）京極高勝郷の寄進によって造立されました。昭和41年（1966）身延町文
化財指定となりました。

身延山でお会いしましょう

日
蓮
聖
人
は
様
々
な
ご
文
章
の
中
で「
死

後
の
安あ

ん
じ
ん心
」
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
ま

す
。
右
の
一
節
も
そ
の
一
つ
で
す
。
人
は

亡
く
な
っ
た
日
か
ら
七
日
ご
と
に
節
目
を

迎
え
、
七
七
日
・
四
十
九
日
か
け
て
霊り

ょ
う

山ぜ
ん

浄じ
ょ
う

土ど

へ
と
旅
立
ち
ま
す
。
霊
山
浄
土
は
法

華
経
の
世
界
・
ご
本
仏
の
世
界
で
、
生
命

が
本
来
あ
る
と
こ
ろ
、
い
わ
ば
生
命
の
故

郷
で
す
。
私
達
は
も
と
も
と
霊
山
浄
土
に

お
り
、
死
後
は
も
と
い
た
と
こ
ろ
へ
と
帰

る
わ
け
で
す
。
霊
山
浄
土
に
は
ご
本
仏
も

日
蓮
聖
人
も
ご
先
祖
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

私
達
が
帰
っ
て
く
る
の
を
温
か
く
待
っ
て

下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
霊
山
浄
土

ま
で
の
旅
、冥
途
の
旅
の
道
の
り
に
は
様
々

な
困
難
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
道
に
は

明
か
り
が
な
く
、
途
中
に
は
死
出
の
山
や

三
途
の
川
が
待
ち
構
え
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
日
蓮
聖
人
は
、
お
題
目
・
南
無
妙

法
蓮
華
経
が
大
き
な
助
け
と
な
る
と
説
か

れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
故
人
が
生

前
に
唱
え
て
い
た
お
題
目
、
遺
さ
れ
た
人

達
が
通
夜
・
葬
儀
で
唱
え
る
お
題
目
、
そ

れ
ら
の
お
題
目
が
、
冥
途
の
道
を
明
る
く

照
ら
す
灯
に
、
歩
み
を
支
え
る
杖
に
、
死

出
の
山
を
越
え
る
車
に
、
三
途
の
川
を
渡

る
船
に
と
、
姿
か
た
ち
を
変
え
、
故
人
が

無
事
に
霊
山
浄
土
へ
と
た
ど
り
着
く
た
め

の
大
き
な
力
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
、
お
題
目
の
声
を
聞
か
れ
た
諸
仏
・

諸
菩
薩
・
諸
天
善
神
様
達
も
現
わ
れ
、
転

ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
道
に
迷
う
こ
と
の

な
い
よ
う
、
故
人
の
手
を
優
し
く
引
き
、

進
む
べ
き
道
へ
と
導
い
て
下
さ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
通
夜
・
葬
儀
で
の
お
題

目
に
は
、
故
人
が
無
事
に
霊
山
浄
土
へ
と

た
ど
り
着
き
、
安
ら
か
に
成
仏
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
祈
る
と
い
う
大
事
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
故
人
と

共
に
過
ご
し
た
多
く
の
日
々
が
あ
り
、
大

切
な
思
い
出
や
、
い
た
だ
い
た
言
葉
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
記
憶
に
蘇
っ
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
故
人
は
直
接
語

ら
ず
と
も
、
お
題
目
を
通
し
て
一
人
一
人

の
心
に
様
々
な
想
い
を
語
り
か
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。
通
夜
で
の
お
題
目
に
は
、
そ

う
し
た
「
故
人
の
想
い
を
受
け
取
る
」
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
葬
儀

で
の
お
題
目
に
は
、
一
人
一
人
が
「
故
人

へ
想
い
を
伝
え
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
や
お
疲
れ
さ
ま
、
言

葉
に
は
言
い
表
せ
な
い
想
い
も
、
お
題
目

が
故
人
へ
と
届
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
一

人
一
人
の
心
の
こ
も
っ
た
優
し
く
温
か
な

お
題
目
が
、
故
人
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の

救
い
と
な
り
ま
す
。
想
い
は
必
ず
届
き
ま

す
。
通
夜
・
葬
儀
の
場
に
お
い
て
も
、
ご

本
仏
、
日
蓮
聖
人
、
お
題
目
の
力
を
信
じ
、

故
人
を
偲
び
心
を
こ
め
て
お
題
目
を
お
唱

え
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
け
は
し
き
山
、
あ
し
き
道
、
つ
え
を
つ
き
ぬ
れ
ば
た
を
れ

ず
。
殊
に
手
を
ひ
か
れ
ぬ
れ
ば
ま
ろ
ぶ
事
な
し
。
南
無
妙

法
蓮
華
経
は
死
出
の
山
に
て
は
つ
え
は
し
ら
と
な
り
給
へ
。

釈
迦
佛
・
多
宝
佛
・
上
行
等
の
四
菩
薩
は
手
を
取
り
給
べ
し
」

（
令
和
新
修
一
三
四
四
）（
昭
和
定
本
八
〇
六
）

『
弥
源
太
殿
御
返
事
』
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
聖
寿
五
十
三
歳

訳
：
険
し
い
山
、
悪
い
道
で
は
杖
を
つ
く
な
ら
ば
倒
れ
な
い
。
特
に
手
を
引
か
れ
る
な
ら
ば
転
ぶ

こ
と
は
な
い
。南
無
妙
法
蓮
華
経
は
死
出
の
山
で
は
杖・柱
と
な
り
支
え
て
く
れ
る
。釈
迦
佛
、

多
宝
佛
、
上
行
等
の
四
菩
薩
は
手
を
と
り
転
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
導
い
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。

、

道
、

み
お
し
え

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

静
岡
県
伊
東
市
川
奈
に
あ
る
蓮
慶
寺
は
、
応

安
元
年
（
一
三
六
八
）
に
開
基
蓮
慶
上
人
・
妙

慶
法
尼
が
庵
室
を
開
い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
約
百
年
後
の
天
文
十
二
年
（
一

五
三
四
）
開
山
日
量
上
人
に
よ
っ
て
今
の
蓮
慶

寺
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
五
年
、
先
代
小
川
上
人
が
、
十
年

後
の
昭
和
三
十
五
年

に
迎
え
る
伊
豆
法
難

七
五
〇
年
の
時
に
行

わ
れ
る
、
船
守
弥
三

郎
ご
夫
妻
報
恩
法
要

の
時
ま
で
に
、本
堂
・

客
殿
・
庫
裡
の
再
建
成
就
に
向
け
て
、
有

髪
鬼
子
母
神
様
を
開
眼
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
再
建
成
就
す
る
よ
う
に
と
旧

身
延
山
大
荒
行
堂
に
初
行
と
し
て
入
行

し
、
無
事
成
満
。
そ
の
後
、
願
い
は
鬼
子

母
神
様
に
届
き
、
本
堂
・
客
殿
・
庫
裡
の

再
建
に
成
功
す
る
。

そ
れ
か
ら
時
は
経
ち
、
有
髪
鬼
子
母
神

様
を
持
ち
、
現
蓮
慶
寺
代
務
住
職
の
田
中

智
海
上
人
は
中
山
法
華
経
寺
大
荒
行
堂
を
再
々

行
成
満
、
そ
の
後
、
副
住
職
の
田
中
龍
海
上
人

初
行
成
満
に
至
る
ま
で
、
六
百
日
間
大
荒
行
堂

に
入
ら
れ
た
鬼
子
母
神
様
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
檀
信
徒
の
方
々
は
そ
の
お
力
を

少
し
で
も
頂
け
る
よ
う
に
と
、
多
く
の
方
が
お

参
り
し
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
十
三
回
）

川
奈
の
有
髪
鬼
子
母
神
様

静
岡
県
伊
東
市

蓮
慶
寺
聖
徒
団
（
田
中
龍
海
団
長
）

相輪塔 釈迦像

有髪鬼子母神様



⑸

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

潮
干
狩
り
と
い
え
ば
、
獲

　
　
物
は
こ
れ

２

相
手
に
思
っ
て
い
る
こ
と

　
　
を
…
…
に
話
す

３

奈
良
、
公
園
と
い
え
ば

４

思
い
が
け
な
い
重
大
な
出

　
　
来
事

５

景
気
が
…
…
に
転
じ
る
の

　
　
を
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る

８

ト
リ
コ
ロ
ー
ル
が
国
旗

10

太
公
望
は
…
…
を
す
る
人

12

草
木
も
眠
る
と
い
う
…
…

14

投
開
票
日
、
…
…
線
上
の

　
　
候
補
者
に
ド
キ
ド
キ

16

未
知
を
表
す
記
号

18

…
…
の
素
人
、
…
…
濡
れ

20

徳
川
家
康
が
主
人
公
の
大

　
　
河
…
…
が
放
送
中
で
す

22

害
虫
を
…
…
す
る
殺
虫
剤

24

ピ
ア
ノ
の
助
数
詞
で
す

をで■１２３４５８1012

■ヨコのカギ
１　あんなにかわいいのに
　　漢字で「海豹」とは！
４　今年は統一……選の年
６　書籍を数える言葉
７　春はつらい！　……症
９　屁……をこねる人
11　放射性元素の一つ
13　テノールとバスの中間
15　ビバルディのバイオリ
　　ン協奏曲といえば
16　魚類の呼吸器官
17　岐阜県本巣市の……桜
19　永久凍土が広がる地帯
21　……メーカーはイギリ
　　スの賭け業者のこと
23　砂漠の乗り物
25　まのぬけた失敗
26　眠い。……に襲われる
27　楽……なんて昔の話

〈
作
り
や
す
い
分
量
〉

キ
ャ
ベ
ツ
１
／
４
個
、
レ
モ
ン

果
汁
大
さ
じ
１
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ

じ
２
、
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ
じ
１
、

焼
き
の
り
適
量
。

〈
作
り
方
〉

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
千
切
り
に
し
、

冷
水
に
５
分
ほ
ど
さ
ら
し
て
パ

リ
ッ
と
さ
せ
る
。
ザ
ル
に
あ
げ
、

し
っ
か
り
と
水
気
を
切
る
。
サ
ラ

ダ
ス
ピ
ナ
ー
が
あ
る
人
は
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

②
ボ
ウ
ル
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
入

れ
、
レ
モ
ン
汁
と
し
ょ
う
ゆ
を
ま

わ
し
か
け
サ
ッ
と
和
え
て
器
に
盛

り
付
け
る
。
オ
リ
ー
ブ
油
を
ま
わ

し
か
け
、
食
べ
や
す
く
ち
ぎ
っ
た

の
り
を
ち
ら
す
。

※
の
り
の
代
わ
り
に
、
チ
リ
メ
ン

ジ
ャ
コ
や
桜
エ
ビ
を
使
っ
て
も
お

い
し
い
。

〈
キ
ャ
ベ
ツ
を
お
い
し
く
食
べ
切

る
ヒ
ン
ト
〉

葉
が
み
ず
み
ず
し
く
て
ツ
ヤ
が

あ
る
の
が
、
鮮
度
が
い
い
証
拠
。

横
半
分
に
切
っ
て
、
上
部
は
や
わ

ら
か
い
の
で
生
で
食
べ
る
サ
ラ
ダ

に
オ
ス
ス
メ
で
す
。
下
部
は
味
噌

汁
や
ス
ー
プ
の
具
に
し
た
り
、
炒

め
た
り
、
ゆ
で
た
り
な
ど
加
熱
調

理
に
オ
ス
ス
メ
。
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
し
て
温
野
菜
サ
ラ
ダ
に
し
て

も
お
い
し
い
で
す
よ
。

カップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

キャベツとのりのサラダ

家

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３

25

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
ゴ
ニ
ン
バ
ヤ
シ
」

三
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
青
森
県
三
沢
市

堀
内
ト
サ
子
様

②
島
根
県
出
雲
市

伊
藤

栄
様

③
和
歌
山
県
海
草
郡

山
中
正
史
様

※
景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

三
重
県妙

栄
寺
聖
徒
団

大
宮
泰
幸
上
人

三
重
県
妙
栄
寺
聖
徒
団
の
大

宮
泰
幸
で
す
。
私
が
五
歳
の
頃

に
お
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

檀
信
徒
様
の
嬉
し
そ
う
な
顔
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
う
す
ぐ

我
が
子
が
そ
の
歳
に
な
り
ま

す
。九

識
霊
断
法
に
よ
り
人
々
の

心
の
霧
を
晴
ら
す
こ
と
が
、
子

供
た
ち
の
生
き
る
未
来
を
明
る

く
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
力
を
与
え

て
下
さ
る
の
も
ま
た
お
題
目
で
す
。

日
蓮
大
聖
人
は
、
息
子
さ
ん
を
亡
く
さ

れ
た
女
性
信
者
の
上
野
尼
に
宛
て
た
お
手

紙
の
中
で
、
お
題
目
を
唱
え
る
時
、
想
う

人
に
必
ず
会
え
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り

ま
す
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
す
女
人
の
、
を
も

う
子
に
あ
わ
ず
と
い
う
事
は
な
し

『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』

お
題
目
を
お
唱
え
す
る
時
、
そ
こ
に
は

ご
本
仏
も
想
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
し
て
、私
達
が
祈
る
の
と
同
時
に
、

そ
の
想
う
人
も
ご
本
仏
も
ま
た
、
私
達
の

こ
と
を
想
い
お
題
目
を
お
唱
え
し
て
く
れ

て
お
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
お
題
目
の
お
力
は
確
か
で

あ
っ
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
次
々

と
通
知
の
来
る
よ
う
な
騒
が
し
い
日
常
に

お
い
て
、
自
分
一
人
だ
け
で
心
を
深
く
す

る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
も
事
実
で

す
。し

か
し
、
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
儀
式
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
お
寺
と
い
う
場
所
が
ご

ざ
い
ま
す
。
私
達
は
お
寺
の
荘
厳
な
空
気

の
中
で
儀
式
を
執
り
行
う
こ
と
で
、
心
を

よ
り
い
っ
そ
う
深
く
し
、
よ
り
耳
を
す
ま

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
と
も
各
寺
院
・
教
会
・
結
社
で
開

催
さ
れ
て
い
る
盛
運
祈
願
会
に
参
加
さ
れ

た
り
、
ご
法
事
を
営
ま
れ
た
り
、
あ
る
い

は
出
向
く
の
が
困
難
な
場
合
は
ご
自
宅
に

霊
断
師
を
招
い
た
り
と
、儀
式
を
通
し
て
、

自
分
の
心
と
向
き
合
う
時
間
・
心
を
深
く

す
る
時
間
・
耳
を
す
ま
す
時
間
、
さ
ら
に

は
、
仏
さ
ま
達
と
の
時
間
・
故
人
さ
ま
達

と
の
時
間
を
大
事
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

よろこび法話
よりいっそう耳をすませば

私
達
が
日
々
お
唱
え
す
る
お
題
目
は
決

し
て
一
方
通
行
の
祈
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
祈
願
を
す
る
時
に
は
ご
本
仏
も
日
蓮

大
聖
人
も
諸
天
善
神
も
、
私
達
の
幸
せ
を

想
い
私
達
に
向
け
お
題
目
を
唱
え
て
下
さ

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
供
養
を
す
る
時

に
は
、
ご
回
向
す
る
聖
霊
の
方
か
ら
も
私

達
の
こ
と
を
想
い
お
題
目
を
唱
え
て
下
さ

っ
て
お
り
ま
す
。
私
達
・
仏
さ
ま
達
・
故

人
さ
ま
達
と
、
お
互
い
に
想
い
合
い
、
祈

り
合
っ
て
い
る
の
が
お
題
目
の
祈
り
で

す
。と

は
い
え
、
そ
の
お
声
も
想
い
も
、
直

接
聞
く
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
類

の
も
の
で
す
。
ど
う
し
た
ら
向
こ
う
側
か

ら
の
祈
り
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
の
手
が
か
り
と
な
る

の
が
、
あ
る
ご
家
族
の
お
話
で
す
。

そ
の
ご
家
族
に
は
認
知
症
に
な
っ
た
お

母
さ
ん
が
お
り
、
毎
日
夕
方
の
四
時
に
な

る
と
家
を
出
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悩

み
が
あ
り
ま
し
た
。
数
時
間
後
に
自
分
で

帰
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
行

方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
警
察
か
ら
連
絡

が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
息
子
さ
ん

が
外
出
を
止
め
よ
う
と
す
る
と
、
母
親
は

わ
め
い
た
り
暴
力
を
ふ
る
っ
て
き
た
り
し

ま
す
。
な
ぜ
毎
日
夕
方
四
時
に
な
る
と
外

出
し
よ
う
と
す
る
の
か
理
由
を
聞
い
て

も
、
は
っ
き
り
と
し
た
答
え
が
返
っ
て
き

ま
せ
ん
。

困
り
果
て
た
息
子
さ
ん
は
ベ
テ
ラ
ン
の

介
護
職
の
人
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
介

護
職
員
さ
ん
が
親
族
か
ら
色
々
話
を
聞
い

た
結
果
、
あ
る
仮
説
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
午
後
四
時
と
い
う
の

は
、
幼
か
っ
た
頃
の
息
子
さ
ん
が
幼
稚
園

か
ら
バ
ス
で
帰
っ
て
く
る
時
間
で
は
な
い

か
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
介
護
職
員
さ
ん
は
、
夕
方
四
時

に
な
り
自
宅
か
ら
出
て
い
こ
う
と
す
る
母

親
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
今
日
は
息
子

亀
井
教
見

本
誌
イ
ラ
ス
ト

小
川
け
ん
い
ち

さ
ん
、
幼
稚
園
の
お
泊
り
会
で
帰
っ
て
き

ま
せ
ん
よ
。
バ
ス
も
今
日
は
来
ま
せ
ん

よ
。」
す
る
と
、
母
親
は
「
そ
う
だ
っ
た

か
ね
？
」
と
言
い
、
部
屋
に
戻
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
日
以
降
も
、
同
じ
説
明
を

繰
り
返
す
だ
け
で
、
母
親
が
勝
手
に
自
宅

か
ら
出
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

実
は
こ
の
お
母
さ
ん
は
、
ず
っ
と
息
子

に
愛
情
を
注
い
で
い
た
わ
け
で
す
。
昔
の

鮮
明
な
記
憶
の
世
界
の
中
で
、
幼
い
息
子

に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
、
毎
日

迎
え
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
母

親
と
し
て
の
愛
す
る
息
子
を
想
っ
て
の
当

然
の
行
動
で
、
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
す
る

存
在
に
は
暴
力
を
ふ
る
っ
て
で
も
抵
抗
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
酒
井
穣
『
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
介
護
離
職
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
れ

だ
け
の
理
由
』
の
中
で
、「
親
と
自
分
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
〜
親
に
は
名
前

が
あ
り
、
そ
の
名
前
で
の
人
生
が
あ
る
」

の
一
節
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
実
話
で
す
。

こ
の
ご
家
族
の
お
話
の
よ
う
に
、
私
達

は
生
き
て
い
る
人
の
声
で
さ
え
も
な
か
な

か
ち
ゃ
ん
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
亡
く
な
っ
て
い
る
人
の
声
、

仏
さ
ま
達
の
声
と
な
る
と
、
も
っ
と
難
し

い
の
は
当
然
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
心
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
い
、心
を
よ
り
深
く
し
、

よ
り
い
っ
そ
う
耳
を
す
ま
し
、
ち
ゃ
ん
と

聞
こ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

宮崎県　大橋厚子さんの絵手紙です。
ありがとうございました。

島
根
県
出
雲
市

為
久
寺
聖
徒
団

（
岡
田
法
弘
団
長
）

左
か
ら

嘉か

藤と
う

羽は

る琉
ち
ゃ
ん

五
歳

岡お
か

田だ　
　

楓か
え
で

ち
ゃ
ん

五
歳

嘉か

藤と
う

咲さ

ほ帆
ち
ゃ
ん

六
歳

岡お
か

田だ　
　

葵あ
お
い

ち
ゃ
ん

七
歳

た
の
し
い
お
て
ら

島
根
県
出
雲
市
為

久
寺
聖
徒
団
（
岡

田
法
弘
団
長
）
の

盛
運
祈
願
祭
に
参

拝
。
祈
願
祭
に
集

ま
っ
て
四
人
で
楽

し
く
過
ご
し
て
い

る
。
法
要
が
終
わ

れ
ば
皆
で
楽
し
く

片
付
け
の
手
伝
い

も
。

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

〒
１
０
１-

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３-

25-

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会
九
段
事
務
所


